
　
昨
年
度
は
、こ
れ
ま
で
解
決
で
き

な
か
っ
た
那
覇
市
の
重
要
課
題
に
取

り
組
み
、大
き
く
前
進
で
き
た
。

　
就
任
以
来
、待
っ
た
な
し
の
行
政

課
題
で
あ
っ
た
ご
み
問
題
は
、南
風

原
町
や
町
議
会
、地
域
住
民
の
方
々

と
数
多
く
の
協
議
を
重
ね
、ご
理
解

を
い
た
だ
き
、新
焼
却
施
設
の
建
設

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。新
最

終
処
分
場
の
整
備
は
、那
覇
港
港
湾

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
と
と
も
に
、現
在
の
最
終
処
分

場
の
延
長
問
題
に
つ
い
て
も
、地
域

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
。

　
今
後
は
、平
成
16
年
度
ま
で
に
25

.
8
％
の
ご
み
減
量
を
目
標
に
、ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、環
境
問
題
へ
の
認

識
を
深
め
て
い
く
。

　
沖
縄
県
・
那
覇
市
・
浦
添
市
の
三
者

に
よ
り
、那
覇
港
管
理
組
合
が
設
立

さ
れ
、那
覇
港
は
今
後
、国
際
流
通
港

湾
と
し
て
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ（
沖
縄
に
関
す
る
日
米

特
別
行
動
委
員
会
）の
合
意
に
基
づ
く
、

那
覇
軍
港
の
移
設
に
つ
い
て
も
、「
那

覇
港
湾
施
設
移
設
に
関
す
る
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、移
設
に
向
け
た
作
業

が
開
始
さ
れ
る
。

　
奥
武
山
公
園
の
移
管
整
備
に
つ
い

て
は
、「
県
都
那
覇
市
の
振
興
に
関
す

る
協
議
会
」に
お
い
て
、野
球
場
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

国
の
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
を
活
用
し
、

「
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
」、「
観
光

振
興
地
域
」、「
産
業
高
度
化
地
域
」と

し
て
、那
覇
市
が
指
定
さ
れ
、経
済
の

自
立
的
発
展
に
向
け
て
、基
礎
条
件

の
整
備
が
な
さ
れ
た
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

は
、県
庁
所
在
地
の
自
治
体
と
し
て
、

初
の「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」を
認
証
取

得
し
、一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、昨
年
は
保
育
所
や
給
食
の

運
搬
業
務
に
つ
い
て
、民
間
委
託
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
昨
年
４
月
、ロ
シ
ア
に
赴
き
、世
界

平
和
に
貢
献
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元

大
統
領
と
の
話
し
合
い
を
と
お
し
て
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
財
団
日
本
本
部
が
那

覇
市
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。

　
新
た
な
政
策
課
題
に
迅
速
に
対
処

す
る
た
め
、更
な
る
職
員
の
意
識
改

革
を
喚
起
し
な
が
ら
、風
格
あ
る
県

都
を
つ
く
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
先
例
、慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、創
意
工
夫
を
加
え
、施
策
の「
選

択
」と「
集
中
」を
基
本
に
し
て
、市
政

運
営
に
あ
た
る
。

　
平
成
15
年
度
は
、将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、福
祉
・
教
育
・
環

境
を
最
重
要
分
野
と
し
て
、事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
福
祉
の
分
野
で
は
、急
速
に
進
展

す
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
、た
く
ま
し
く
育
ち
、豊

か
な
可
能
性
が
発
揮
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
。

　
待
機
児
童
の
解
消
及
び
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、保
育
所

の
整
備
や
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支

援
拡
充
な
ど
、子
育
て
へ
の
多
様
な

支
援
を
行
う
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、自
立
と
社

会
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

　
国
際
性
豊
か
な
優
れ
た
人
材
の
育

成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、小
学
校
か
ら

英
語
な
ど
の
外
国
語
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
す
る
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。

　
安
全
で
快
適
な
学
習
環
境
を
実
現

す
る
た
め
、校
舎
な
ど
の
新
増
改
築
、

普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
な
ど
の
整

備
、充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
に
幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て
支

援
を
実
施
す
る
。

　
環
境
問
題
は
、ご
み
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、

地
球
温
暖
化
や
酸
性
雨
な
ど
数
多
く

の
問
題
が
あ
り
、そ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。那
覇
市
役
所
か
ら
生

じ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
り
、地

球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
た
め
、「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」の
認
証
取
得
を

め
ざ
す
。

　
最
終
処
分
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

水
を
浄
化
す
る
た
め
、汚
水
処
理
場

の
全
面
改
築
を
実
施
す
る
。

　
全
国
に
先
駆
け「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
推
進
室
」を
設
置
し
、事
業
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、資
源
循
環
型
社
会

を
め
ざ
す
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
言
葉
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
、今
後

と
も
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
努

め
て
い
く
。

　
み
ど
り
と
潤
い
を
取
り
戻
す
た
め
、

屋
上
緑
化
に
よ
る
緑
の
創
出
を
支
援

す
る
事
業
な
ど
で
、市
民
な
ど
に
対

し
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
雇
用
情
勢
は
、失
業
率
が
高
い
水

準
で
推
移
し
て
、国
や
県
と
連
携
し
、

引
き
続
き「
緊
急
雇
用
対
策
事
業
」を

実
施
し
、若
年
者
の
雇
用
・
失
業
情
勢

の
改
善
を
図
る
た
め
、市
独
自
の「
那

覇
市
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
」

を
実
施
し
て
い
く
。

　
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
が
開
業
す

る
に
あ
た
り
、多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、交
通
渋
滞

の
緩
和
や
環
境
保
全
に
も
貢
献
で
き

る
。　
今
後
、駅
前
の
開
発
を
お
し
進

め
、ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ
ル
実
証
実

験
な
ど
も
取
り
入
れ
て
、モ
ノ
レ
ー

ル
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

　
市
町
村
合
併
は
、８
市
町
村
で「
那

覇
市
・
南
風
原
町
・
南
部
離
島
村
合
併

任
意
協
議
会
」を
発
足
さ
せ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、今
後
、合
併
に
伴
う
諸
問

題
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
那
覇
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

新
た
な
価
値
観
を
創
造
し
、「
市
役
所

は
市
民
の
た
め
に
あ
る
」、「
職
員
は

市
民
の
た
め
に
い
る
」と
の
視
点
で
、

ひ
と
と
き
も
休
む
こ
と
な
く
市
政
を

前
進
さ
せ
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

　
平
成
15
年
度
予
算
案
は
、一
般
会

計
が
１，
０
２
６
億
５，
３
０
０
万
円

で
、対
前
年
度
比
2.4
％
の
増
。企
業
会

計
を
除
く
特
別
会
計
は
、総
額
７
８

２
億
７，
２
９
７
万
６
千
円
で
、対
前

年
度
比
3.3
％
の
増
。

　
本
市
の
財
政
は
、か
つ
て
な
い
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
以

上
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、旺
盛

な
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
各
種
施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、

厳
し
い
選
択
を
行
い
、計
画
的
、重
点

的
な
配
分
に
努
め
た
。特
に
、今
年
度

は
、福
祉
・
教
育
・
環
境
の
政
策
を
中

心
に
雇
用
対
策
や
中
心
市
街
地
の
活

性
化
な
ど
、本
市
の
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
く
。

「
第
３
次
総
合
計
画
」に
掲
げ
ら
れ
た
、

７
つ
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、

平
成
１
５
年
度（
２
０
０
３
年
度
）に

実
施
す
る
、主
な
事
業
に
つ
い
て
、ご

説
明
し
た
い
。

市
民
が
つ
く
る
自
治
都
市

（
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
）

　
地
域
に
密
着
し
た
総
合
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
実
施
。

　
市
民
の
活
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
を
整
備
。

　
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
に
応

え
る
た
め
の
、相
談
窓
口
の
充
実
。

　
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
を
進

め
て
い
く
た
め
、市
の
政
策
形
成
過

程
に
お
い
て
、市
民
の
意
見
を
反
映

す
る
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
導
入
、検
討
。

（
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
）

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

条
例
の
制
定
に
向
け
て
、広
く
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、男
女

共
同
参
画
会
議
の
開
催
に
取
り
組
む
。

平
和
の
発
信
都
市

（
平
和
と
国
際
交
流
）

　
旧
那
覇
飛
行
場
用
地
問
題
は
、県

や
関
係
団
体
と
連
携
の
う
え
、問
題

の
解
決
に
努
め
る
と
と
も
に
、地
主

会
へ
の
活
動
支
援
を
行
う
。

　
姉
妹
友
好
都
市
締
結
25
周
年
を
記

念
し
て
、サ
ン
ビ
セ
ン
テ
市
を
訪
問
し
、

友
好
交
流
を
深
め
る
。あ
わ
せ
て
、ブ

ラ
ジ
ル
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
県
人

移
民
95
周
年
式
典
に
参
加
し
、那
覇

市
出
身
移
住
者
と
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、移
住
国
と
の
友
好
関
係

を
促
進
す
る
。

住
み
よ
い
生
活
都
市

（
福
祉
・
保
健
・
医
療
）

　
少
子
化
対
策
、待
機
児
童
の
解
消

を
図
る
た
め
、新
た
に
認
可
保
育
園

を
整
備
す
る
。

　
認
可
外
保
育
施
設
の
児
童
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
、絵
本
支
給
と
貧

血
検
査
の
実
施
と
、牛
乳
支
給
を
週

２
回
か
ら
週
３
回
に
増
や
し
、給
食

の
充
実
を
図
る
。認
可
外
保
育
施
設

に
対
す
る
保
育
の
指
導
、支
援
を
行

う
た
め
、保
育
士
な
ど
を
派
遣
す
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
実
態
を
把
握
し
、

効
果
的
な
施
策
に
取
り
組
む
た
め
、「
ひ

と
り
親
家
庭
実
態
調
査
」を
実
施
す
る
。

　
保
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
母
子

世
帯
の
児
童
の
健
全
育
成
と
母
親
の

精
神
的
・
経
済
的
な
生
活
の
安
定
を

図
り
、自
立
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、

母
子
生
活
支
援
施
設
を
開
所
す
る
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
と
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、古
波
蔵
児
童

館
を
開
所
す
る
。

　
多
様
化
す
る
市
民
の
保
健
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、保
健
セ
ン
タ
ー

の
改
築
に
向
け
基
本
構
想
を
策
定
。

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
介
護
保
険
事
業
の
充
実
を
図
り
、

介
護
保
険
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

　
高
齢
者
が
、地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、「
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業
」を
実
施
し
、独

居
老
人
の
安
否
確
認
な
ど
見
守
り
体

制
を
強
化
す
る
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、支
援

費
制
度
の
円
滑
な
移
行
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、平
成
15
年
度
を

初
年
度
と
す
る
、新
た
な
障
害
者
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
。

　
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
促

進
す
る
た
め
、小
規
模
作
業
所
に
お

い
て
製
作
・
開
発
し
た
、商
品
の
販
路

拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、運
営

費
補
助
の
充
実
を
図
る
。

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多
目
的
ト

イ
レ
を
市
役
所
庁
舎
な
ど
に
設
置
す

る
。

　
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、活
力
あ

る
病
院
事
業
の
運
営
を
進
め
て
い
く

た
め
、地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
へ
移
行
。平
成
16
年
度
の
集
中
治

療
室
の
本
格
稼
動
に
向
け
、作
業
を

進
め
る
。

（
市
街
地
の
整
備
）

　「
牧
志
・
安
里
地
区
」、「
農
連
市
場

地
区
」な
ど
に
お
い
て
、関
係
者
と
連

携
を
図
り
、再
開
発
事
業
の
実
現
を

め
ざ
す
。民
間
主
導
で
開
発
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る「
モ
ノ
レ
ー
ル
旭

橋
駅
周
辺
地
区
」に
つ
い
て
も
、事
業

実
現
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
、真

嘉
比
古
島
第
二
地
区
、小
禄
南
地
区

な
ど
の
５
地
区
に
事
業
費
約
37
億
円

を
投
入
し
、生
活
環
境
の
整
備
を
推

進
す
る
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、繁
多
川
地

区
に
お
い
て
約
15
億
８
千
万
円
の
事

業
を
実
施
。建
設
戸
数
は
１
８
０
戸
で
、

平
成
16
年
度
の
完
成
を
め
ざ
す
。

公
園
事
業
は
、約
35
億
７
千
万
円
の

予
算
で
、新
規
事
業
と
し
て
那
覇
新

都
心
地
区
の
２
箇
所
な
ど
、合
計
19

箇
所
の
公
園
お
よ
び
緑
地
の
整
備
を

推
進
。

　
奥
武
山
公
園
の
野
球
場
と
陸
上
競

技
場
の
整
備
に
向
け
た
調
査
を
実
施

す
る
。

（
総
合
交
通
体
系
の
整
備
）

　
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
は
、

今
年
８
月
の
開
業
に
向
け
て
整
備
を

進
め
て
い
く
。街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
に
伴
う
関
連
街
路

や
重
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、約

37
億
円
で
整
備
を
行
う
。道
路
事
業
は
、

25
路
線
の
約
７
億
４
千
万
円
で
整
備

す
る
。未
買
収
道
路
用
地
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
買
い
上
げ
を
進
め
て
い
く
。

（
水
の
供
給
と
処
理
）

　
安
全
で
お
い
し
い
水
の
確
保
、地

震
や
災
害
に
強
い
水
道
を
め
ざ
し
、

新
都
心
地
区
や
真
嘉
比
古
島
地
区
な

ど
の
施
設
整
備
費
な
ど
と
し
て
、約

13
億
円
を
計
上
。

　
今
年
は
、水
道
事
業
を
開
始
し
て

70
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、親
子

水
源
地
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
記
念
事

業
を
実
施
す
る
。

　
公
共
下
水
道
は
、引
き
続
き
新
都

心
地
区
、真
嘉
比
古
島
地
区
な
ど
の

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
、お
よ
び

首
里
地
域
を
重
点
的
に
整
備
す
る
た

め
、約
22
億
９
千
万
円
を
計
上
。

　
再
生
水
利
用
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、新
都
心
地
区
お
よ
び
既
成
市

街
地
に
お
い
て
、引
き
続
き
配
水
管

の
整
備
を
進
め
る
。

（
都
市
の
安
全
）

　
災
害
緊
急
時
に
備
え
て
、避
難
標

識
柱
の
設
置
や
災
害
時
備
蓄
品
、お

よ
び
備
蓄
場
所
の
整
備
を
図
る
。

　
消
防
本
部
庁
舎
の
新
設
に
あ
わ
せ
、

最
新
の
消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
を

導
入
、災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
の
確
立
と
、救
急
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
う
。

美
ら
島
の
環
境
共
生
都
市

（
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
環
境
保
全

廃
棄
物
処
理
）

　
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に

推
進
し
、県
内
モ
デ
ル
と
し
て
、資
源

循
環
型
社
会
を
築
く
。

　
市
役
所
自
ら
が
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
を

推
進
す
る
た
め
、国
際
標
準
規
格
で

あ
る「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」を
認
証

取
得
し
、環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、主
要
産
業
で
あ
る
観
光
に

焦
点
を
あ
て
、観
光
ホ
テ
ル
の「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」認
証
取
得
に
対
し

て
支
援
を
行
い
、観
光
産
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
ご
み
収
集
車
両
の
購
入
に
あ
た
っ

て
は
、環
境
に
配
慮
し
た
低
公
害
車

を
導
入
。自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
移
行
を
め
ざ
し
、「
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
置
補
助
制
度
」を
創
設
す
る
。

　
平
成
14
年
度
に
は
、平
成
10
年
度
比

で
15
％
の
ご
み
減
量
が
で
き
る
見
込

み
で
あ
り
、今
後
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
資

源
化
事
業
や
移
動
食
器
洗
浄
車
レ
ン

タ
ル
事
業
に
よ
る
環
境
教
育
の
実
施

な
ど
で
、平
成
16
年
度
ま
で
に
25.
8

％
の
減
量
を
目
標
に
取
り
組
む
。

　
最
終
処
分
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
浸

出
水
の
新
た
な
排
出
基
準
に
対
応
す

る
た
め
、老
朽
化
し
た
汚
水
処
理
場

の
全
面
改
築
を
行
い
、新
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
は
、整
備
に
向
け
て
調
査
、

設
計
に
取
り
組
む
。

（
み
ど
り
と
水
辺
の
公
園
の
整
備
）

今
年
度
オ
ー
プ
ン
す
る「
漫
湖
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
」を
活
用
し
て
、自
然

や
野
鳥
の
観
察
会
な
ど
を
実
施
し
、

環
境
問
題
に
対
す
る
啓
発
や
環
境
教

育
に
努
め
、引
き
続
き「
チ
ョ
ウ
の
舞

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」や「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業
」を
実
施
す
る
。

学
び
創
造
す
る
文
化
都
市

（
生
涯
学
習
の
総
合
的
推
進
）

　
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、地
域
住
民

の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、地
域
づ
く
り
・

人
材
育
成
の
場
と
す
る
た
め
、繁
多
川
・

真
地
・
識
名
地
区
公
民
館
図
書
館
を

整
備
す
る
。

（
幼
稚
園
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実
）

　
障
害
の
あ
る
幼
児
、児
童
生
徒
の

適
切
な
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、普

通
学
校
で
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

を
図
る
。

　
幼
稚
園
教
育
の
充
実
と
、子
育
て

支
援
の
た
め
、預
か
り
保
育
推
進
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育

施
策
の
展
開
と
、給
食
施
設
設
備
の

充
実
な
ど
を
目
的
と
し
て
、学
校
給

食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
実
施
す

る
。

　
児
童
生
徒
の
英
語
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、小
学
校
か
ら
英
語
を
教

科
と
し
て
導
入
す
る
、教
育
研
究
開

発
学
校
の
指
定
事
業
を
全
小
学
校
で

実
施
す
る
。

　
快
適
な
学
習
環
境
の
中
で
、集
中

し
て
学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う
、小

中
学
校
の
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を

整
備
す
る
。

　
新
都
心
地
区
の
小
学
校
お
よ
び
幼

稚
園
の
建
設
に
着
手
す
る
。

（
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実
）

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催

し
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

努
め
る
。

　
小
・
中
学
校
お
よ
び
地
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
目
的
で

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
専
門
指

導
員
派
遣
事
業
を
実
施
。児
童
生
徒

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振
興
を

図
る
た
め
、県
外
へ
派
遣
さ
れ
る
児

童
生
徒
を
引
率
す
る
指
導
者
な
ど
に

対
し
支
援
を
行
う
。

（
家
庭
教
育
の
支
援
お
よ
び
青
少
年

の
育
成
）

　
青
少
年
の
国
際
理
解
・
国
際
協
調

の
精
神
を
培
う
た
め
、「
那
覇
市
青
少

年
海
外
体
験
の
翼
」を
実
施
す
る
。

　
子
ど
も
達
の
好
奇
心
、創
造
力
を

育
て
る
た
め
、参
加
体
験
型
施
設
チ

ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
整
備

に
向
け
て
調
査
す
る
。

　
絵
本
を
と
お
し
て
、親
子
の
ふ
れ

あ
い
と
豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
す
る
。

（
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承
）

　
観
光
の
振
興
と
伝
統
文
化
の
保

存
・
継
承
を
図
る
た
め
、「
世
界
遺

産
周
辺
整
備
事
業
」を
実
施
し
、識

名
園
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、識

名
園
排
水
整
備
事
業
を
実
施
。国
指

定
の
伊
江
殿
内
庭
園
を
保
存
・
整
備

す
る
。

　「
空
手
道
大
学
」に
向
け
て
、空
手

に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
。

（
市
民
文
化
の
創
造
）

　
平
和
・
芸
術
文
化
を
国
内
外
に
発

信
す
る「
那
覇
平
和
芸
術
祭
」、「
日
展

沖
縄
展
」を
開
催
す
る
。

　
若
手
俳
優
の
育
成
を
図
る
た
め
、

沖
縄
芝
居
公
演
を
支
援
す
る
。

　
著
名
な
公
演
を
実
施
す
る
団
体
へ

補
助
金
を
交
付
し
、芸
術
文
化
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
す
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
自
由
交
易
都
市

（
商
工
業
の
振
興
）

　
新
規
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
を
活

用
し
、企
業
に
活
動
の
場
を
提
供
。情

報
通
信
関
連
産
業
の
振
興
と
Ｉ
Ｔ
関

連
の
人
材
育
成
を
図
る
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
に
あ
わ
せ
、中

心
商
店
街
と
連
携
し
て
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、快
適
空
間
の
実
現
、来

街
者
の
利
便
性
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
、「
国
際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ

ル
実
証
実
験
」へ
の
支
援
を
引
き
続

き
行
う
。「
国
際
通
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
事
業
」へ
の
支
援
を
行
い
、商
業
基

盤
の
整
備
を
図
る
。中
心
商
店
街
の

活
性
化
や
雇
用
の
創
出
、人
材
の
育

成
を
図
り
、「
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
ぶ
ん
か
テ
ン

ブ
ス
整
備
事
業
」を
推
進
す
る
。

（
農
水
産
業
の
振
興
）

　
漁
業
生
産
基
盤
、生
産
の
向
上
、安

定
を
は
か
る
た
め
、漁
船
上
架
用
ウ

イ
ン
チ
を
設
置
、低
利
融
資
や「
漁
船

科
学
装
備
」に
対
す
る
補
助
な
ど
、引

き
続
き
支
援
を
行
う
。

　
都
市
型
農
業
の
育
成
、農
家
の
経

営
の
安
定
お
よ
び
改
善
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
各
種
助
成
を
行
う
。

（
雇
用
・
勤
労
者
対
策
の
充
実
）

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、「
緊
急
地

域
雇
用
創
出
特
別
事
業
」を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。独
自
事
業
と
し
て
、

若
年
失
業
者
の
常
用
雇
用
へ
の
促
進

を
図
る
。

　
経
済
的
に
困
難
な
市
内
高
校
生
に
、

奨
学
金
を
支
給
す
る「
雇
用
対
策
支

援
事
業
」を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

（
港
湾
・
空
港
の
整
備
）

　
那
覇
港
に
つ
い
て
は
、国
際
物
流

関
連
産
業
の
振
興
、大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
に
対
応
す
る
旅
客
船
バ
ー

ス
の
整
備
促
進
。

　
那
覇
軍
港
の
跡
利
用
に
つ
い
て
は
、

国
、県
、関
係
市
町
村
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
る「
跡
地
対
策
協
議
会
」を
活

用
し
、地
権
者
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
跡
地
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
那
覇
空
港
の
拡
張
整
備
に
つ
い
て

は
、県
と
連
携
し
な
が
ら
、沖
合
へ
の

空
港
施
設
の
展
開
に
向
け
て
、取
り

組
ん
で
い
く
。

世
界
の
人
々
が
ゆ
き
か
う
交
流
都
市

（
観
光
の
振
興
）

　
ペ
リ
ー
提
督
が
日
本
国
を
訪
れ
て

か
ら
１
５
０
周
年
に
あ
た
り
、記
念

事
業
を
実
施
し
、観
光
客
誘
致
を
図
る
。

　「
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
那
覇
21
プ
ラ

ン
」に
基
づ
き
、観
光
総
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、観
光
客
に
き
め
細

か
な
情
報
を
提
供
す
る
。

行
財
政
基
盤
お
よ
び
執
行
体
制
の
強
化

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、従
来

型
の
行
政
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、積

極
的
に
見
直
し
て
い
く
。

　
時
代
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
め
ざ
す
。

　
市
民
参
加
型
の
、新
し
い
双
方
向

型
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
」を
実
施
す
る
。

　
事
務
の
効
率
化
と
情
報
公
開
へ
の

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

　
大
幅
な
組
織
改
正
を
行
い
、市
民

ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
応

で
き
る「
経
営
型
」組
織
へ
の
転
換
を

図
る
。

　
企
画
機
能
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

を
一
体
的
す
る
た
め
に「
経
営
企
画
部
」

を
新
設
し
、環
境
行
政
を
強
化
す
る

た
め
、「
環
境
部
」を
新
設
す
る
。

　
大
胆
な
発
想
力
と
機
敏
な
行
動
力

を
有
す
る
中
堅
、若
手
職
員
を
起
用
し
、

「
な
は
未
来
室
」を
新
設
す
る
。

　「
都
市
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー
」を
新

設
し
、道
路
、公
園
な
ど
の
維
持
管
理

に
関
す
る
窓
口
の
一
元
化
を
図
る
。

　
県
内
初
の
リ
ー
ス
方
式
で
、建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る「
新
都
心
銘
苅

庁
舎
」は
、今
年
５
月
の
供
用
開
始
を

め
ざ
す
。

　
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
へ
の

転
換
を
図
る
行
財
政
改
革
に
、強
い

決
意
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
以
上
、平
成
15
年
度（
２
０
０
３
年

度
）の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、私
の
所

信
や
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、述
べ

て
ま
い
り
ま
し
た
。市
民
の
皆
様
な

ら
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
15
年
２
月
21
日

　
　
那
覇
市
長
　
翁
　
長
　
雄
　
志

作業員の腰痛防止対策のキャスター付
回収ボックス

国民年金課の窓口は昼食時間（12時～1時）も受付しています。本庁市民課・国民健康保険課の窓口は毎日午後６時まで開いてます。（土・日、祝日を除く）

　
二
月
那
覇
市
議
会
定
例
会
で
翁
長

市
長
が
述
べ
た
新
年
度（
平
成
15
年
度
）

の
施
政
方
針
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
し

た
。

（
全
文
は
那
覇
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

http://w
w
w
.city.naha.okinaw

a.jp/

　平成15年（2003年）２月那覇市議会
定例会の開会にあたり、今後の市政運営
に対する私の所信を申し上げ、市民の皆
様はじめ、議員各位のご協力とご理解を
賜りたいと存じます。

平
成
15
年
度（
2
0
0
3
年
度
）

施
政
方
針（
要
旨
）

う
る
お

つ
ち
か

じ
ょ
う
か

就
任
３
年
目
を
迎
え
て

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

平
成
15
年
度

（
2
0
0
3
年
度
）予
算
案

施策の「選択」と「集中」を基本に
福祉・教育・環境を最重要分野として推進

那覇市の新しい顔として日々発展していく那覇新都心地区

平成15年度主な新規及び注目事業
○は新規事業　単位：千円

１．市民がつくる自治都市
　○（１）コミュニティいきいきプロジェクト
　　　　　（3,700）
２．平和の発信都市
　　 （１）姉妹友好都市との交流（国外）
　　　　　（6,498）
３．住みよい生活都市
 　（保健・医療・福祉）
　○（１）保育所整備事業（18,000）
　　（２）認可外保育施設児童への牛乳支給事業
　　　　　（32,122）
　　（３）認可外保育施設充実費（40,507）
　○（４）ひとり親家庭実態調査委託事業（5,000）
　○（５）保健センター建設事業（8,000）
　○（６）ふれあいコール事業（7,182）
（市街地の整備）
　　（１）真嘉比古島第二土地区画整理事業
　　　　　（3,145,000）
　　（２）繁多川公営住宅建設事業（1,575,700）
　○（３）那覇軍港跡地利用振興事業（18,721）
 　　　　（奥武山運動公園の整備）
　　（４）石嶺線（２）街路事業（1,500,000）
（都市の安全）
　○（１）消防本部庁舎賃借（62,500）
４．美ら島の環境共生都市
　　（１）ISO14001取得事業（9,966）
　○（２）屋上緑化推進事業（10,000）
　○（３）資源循環型観光モデル事業（2,669）
　○（４）住宅用太陽光発電助成事業（2,000）
　○（５）ペットボトル資源化事業（20,000）
　○（６）移動食器洗浄車レンタル事業（2,755）
　○（７）浸出水処理施設基幹的施設整備事業
　　　　　（1,035,405）
　○（８）最終処分場建設事業（100,477）
　○（９）漫湖水鳥・湿地センター管理運営負担金
　　　　　（5,000）
５．学び創造する文化都市
（生涯学習の総合的推進）
　　（１）全国生涯学習フェスティバル開催事業
　　　　　（42,000）
　　（２）繁多川・真地・識名地区公民館図書館
　　　　　（仮称）建設事業（201,481）
（幼稚園教育・学校教育の充実）
　　（１）障害児学級充実事業（9,000）
　○（２）預かり保育推進事業（15,212）
　○（３）子育て支援推進事業（11,943）
　○（４）教育研究開発事業（77,169）
　○（５）普通教室冷房設置事業（小、中学校）
　　　　　（159,621）
　　（６）新都心小学校（仮称）校舎建設事業
　　　　　（763,395）
（家庭教育の支援及び青少年の育成）
　○（１）那覇市青少年海外体験の翼事業（5,547）
　○（２）チルドレンズミュージアム建設事業
　　　　　（5,299）
　○（３）那覇市ブックスタート事業（4,869）
（伝統文化の保存と継承）
　　（１）世界遺産周辺整備事業（37,046）
　○（２）国際空手道大学計画構想策定業務
　　　　　（5,000）
(市民文化の創造）
　　（１）沖縄芝居支援事業（2,000）
　　（２）日展沖縄展補助金（14,411）
６．アジア・太平洋の自由交易都市
（商工業の振興）
　○（１）那覇市ITインキュベート施設運営事業
　　　　　（45,348）
　○（２）商店街振興総合支援事業（5,000）
　　　　　（モノレール開通イベント補助事業）
　　（３）NAHAぶんかテンブス整備事業
　　　　　（664,418）
（農水産業の振興）
　○（１）泊船揚場施設漁船上架用ウインチ設置事
　　　　　業（12,210）
（雇用・勤労者対策の充実）
　　（１）緊急雇用対策事業（201,904）
　○（２）那覇市若年者トライアル雇用事業
　　　　　（6,000）
７．世界の人々がゆきかう交流都市
（観光の振興）
　○（１）ペリー来航記念事業（8,199）
　○（２）ホームページ制作事業（3,000）
８．行財政基盤および執行体制の強化
　○（１）文書管理・庶務管理システム整備事業
　　　　　（14,046）
　○（２）新都心庁舎の賃借料（127,417）

お
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